
※1 NDL 大震災メタデータスキーマの対応項目 
269 

《参考６》 入力することをおすすめするメタデータ項目の説明 

番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

1 タ イ ト

ル 

コンテン

ツに与え

られる名

称 

必須 文 字

列 

＜解説＞ 

 タイトルは、アーカイブの検索結果一覧画

面やコンテンツの閲覧画面で通常最も目

立つ位置に表示されるため、タイトルを確

実につけることが、アーカイブの使いやす

さやコンテンツの流通性の向上につなが

ります。 

 書籍や記事のように、既にタイトルがある

コンテンツの場合は、そのタイトルを入力

します。 

 写真のようにタイトルが無いコンテンツ

の場合は、できるだけ事実に基づき、

5W1H のうち明らかな情報をタイトルと

して入力します。撮影時刻、撮影場所、撮

影対象となっている事物の情報について、

なるべく具体的に入力しましょう。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 全ての資料種別 

＜入力例＞ 

 写真のタイトルの例 

[タイトル] 2011 年 4 月 28 日 15 時 34 分 

宮城県石巻市立○○中学校体育館に設けら

れた避難所での食事の様子 

2-4、2-5、2-6

→タイトル 

R-11 、

R-105、

R-12 

2 識別子 情報を一

意に識別

するため

の ID や

番号 

必須 文 字

列 

あ る

いは 

URI
92 形

＜解説＞ 

 識別子は、コンテンツを Web 上で引用す

る場合やメタデータを第 3 者が利用する

場合等に重要な情報です。メタデータとコ

ンテンツにはそれぞれ別個の識別子を振

り、アーカイブシステム上で分けて管理で

1-3、1-4 

→メタデー

タの詳細画

面 URI 

2-1、2-2 

→情報資源

R-03 

 

 

 

R-10 

 

                                                   
92 Uniform Resource Identifier の略。Web 上で情報を識別するための方式。通常よく使われている URL (Uniform 
Resource Locator) は、URI の一種であると捉えられることが多い。 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

式 きるようにします。これを行わないと、例

えば「作成日」という項目があった場合に

「メタデータの作成日」なのか「コンテン

ツそのものの作成日」なのか区別できなく

なってしまい、データの流通や利活用に支

障をきたす恐れがあります。 

＜入力の際の留意点＞ 

 機械可読性を高めるため半角アルファベ

ットや数字を用い、原則としてシステム側

で機械的に付与します。 

 識別子を Web 上で提供する際は、流通性

を高めるため http://から始まる URI の形

式で提供します。 

 付与した識別子を基に「コンテンツ閲覧画

面の URL」、「コンテンツのファイルの

URL」、「コンテンツのサムネイル画像

URL」を生成し、アーカイブシステムの

画面 URL に採用すると一貫性が取れま

す。また、これらの URL をメタデータと

して提供すると、メタデータの利用者がこ

れらのデータを活用し、新たなアーカイブ

を構築することも可能になります。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 全ての資料種別 

＜入力例＞ 

NDL 大震災アーカイブで付与した識別子の例 

 メタデータの識別子：

http://kn.ndl.go.jp/138f61e6-3055-4b84-

baae-fc0d7be90332 

 コンテンツの識別子： 

http://kn.ndl.go.jp/138f61e6-3055-4b84-

baae-fc0d7be90332#entity 

そのもの（実

体）の URI 

2-115 

→レコード

番号 

2-156 

→情報資源

の閲覧画面

へのリンク 

2-160 

→情報資源

のファイル

へのリンク 

2-249 

→情報資源

のサムネイ

ル画像 

 

 

R-54 

 

 

R-103 

 

 

 

R-104 

 

 

 

R-93 

3 権 利 情 コンテン 任意 文 字 ＜解説＞ 2-235 R-85 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

報・利用

条件 

ツに関す

る権利や

利用条件 

列 

あ る

い は

URI

形式 

 コンテンツに付随する権利情報や、どのよ

うな条件で利用できるのかをアーカイブ

の利用者に示すことで、アーカイブの利用

者は安心してコンテンツを利用すること

ができます。 

＜入力の際の留意点＞ 

 クリエイティブ・コモンズ・ライセンスの

ような、標準的な権利・利用条件の体系に

基づいて入力すると、標準的な記述となる

ため機械的に処理しやすく、権利・利用条

件による絞り込み検索等のサービスも実

現しやすくなります。 

 ただし、本ガイドライン「第 6 章 震災関

連 デジタルアーカイブの権利関係につ

いて」で述べるように、クリエイティブ・

コモンズ・ライセンスのような標準的な体

系では処理できないことも想定されます。

その場合は、権利・利用条件の注記として、

権利や許諾の条件をわかりやすく文字列

で入力しておくと、利用者がコンテンツを

利用しようとする際に役に立つでしょう。 

 権利情報・利用条件を標準的な体系で記述

できない場合でも「そのコンテンツがWeb

上で誰もが閲覧可能なのか否か」、「そのコ

ンテンツが有償利用なのか無償利用なの

か」、「そのコンテンツに誰でもアクセス可

能なのか特定の利用者しかアクセスでき

ないのか」といった情報は、できるだけ表

現をルール化しておきましょう。ルール化

することで、コンテンツの絞り込み検索等

の機能を提供することができます。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 全ての資料種別 

→情報資源

に関するア

クセス制限 

2-236 、

2-237、2-238

→ライセン

ス情報 

2-242 、

2-243、2-244

→権利・利用

条件に関す

る注記 

 

 

 

R-109 

 

 

 

R-92 、

R-106、

R-107 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

＜入力例＞ 

 コンテンツの利用条件がクリエイティ

ブ・コモンズ・ライセンスの CC-BY-SA

の場合 

http://creativecommons.org/licenses/by-s

a/3.0/ 

 権利・利用条件の注記の例 1 

○○県職員のみ二次加工による利用可 

 権利・利用条件の注記の例 2 

復興支援や学術研究を目的としている場

合に限り、営利事業であっても二次加工・

利用を許可する。 

4 撮影者、

作 成 者

（ 著 作

権者） 

コンテン

ツの作成

に主たる

責任を持

つ人、組

織、サー

ビスなど 

任意 文 字

列 

あ る

いは 

URI

形式 

＜解説＞ 

 写真や動画の撮影者、文書の作成者、本の

著者などを入力します。それにより、コン

テンツを作成した個人名や団体名から検

索できる機能を提供することができます。 

 個人や団体名だけでなく連絡先もメタデ

ータとして入力しておくと、後に権利関係

の処理が改めて必要になった際に著作権

者が容易に特定できます。ただし、個人情

報を外部と接続するアーカイブに入力す

ることがセキュリティ・ポリシー等で禁止

されている場合もありますので、メタデー

タは撮影者、作成者が特定できるニックネ

ーム等とし、個人名や連絡先は、別管理と

する方法もあります。 

＜入力の際の留意点＞ 

 文字列で記述することが基本ですが、文字

列で記述した場合、メタデータの入力作業

者によって作成者名の記述にブレが生じ

る恐れもあります。国立国会図書館が提供

している Web NDL Authorities（国立国

→2-47 、

2-48、2-49、

2-50 

→ 作 成 者 

(URI) 

→作成者 

R-96 、

R-97 、

R-93 、

R-50 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

会図書館典拠データ検索・提供サービス）

は、個人や団体に対して一意に識別するこ

とのできる URI を付与し、その名称や生

年等の情報を維持管理しています。可能で

あれば、Web NDL Authorities を検索し、

該当する個人や団体のデータが存在して

いる場合には、個人や団体の名称を文字列

で入力することと併せて、Web NDL 

AuthoritiesのURIもメタデータとして記

述しておくと、名称のブレを避けることが

でき、データの処理や流通、利活用がより

しやすくなるでしょう。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 全ての資料種別 

＜入力例＞ 

 作成者が宮城県庁の場合の入力例 

[作成者（URI）] 

http://id.ndl.go.jp/auth/entity/00260738 

[作成者]宮城県 

5 公 開

者・出版

者 

コンテン

ツを公開

し、利用

可能とす

ることに

責任をも

つ人、組

織、サー

ビスなど 

任意 文 字

列 

あ る

いは 

URI

形式 

＜解説＞ 

 例えば投稿サイトに掲載された写真や新

聞記事のように撮影者や作成者以外の第

三者がコンテンツを公開したり出版した

りしている場合は、公開者・出版社等も併

せて入力しておくようにしましょう。コン

テンツを公開した個人名や団体名から検

索できる機能を提供することができます。 

＜入力の際の留意点＞ 

 項番４ 撮影者・作成者と同様です。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 全ての資料種別 

2-61、2-62、

2-63、2-64 

→出版者・公

開者 (URI) 

→出版者・公

開者 

 

6 提供者 コンテン

ツの提供

任意 文 字

列 

＜解説＞ 

 コンテンツの撮影者・作成者以外の第三者

2-54、2-55、

2-56、2-57 

R-21 、

R-22 、



※1 NDL 大震災メタデータスキーマの対応項目 
274 

番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

者・寄贈

者 

あ る

いは 

URI

形式 

からコンテンツの提供を受けた場合は、提

供者の情報も、コンテンツの来歴を把握す

るうえで重要な情報です。 

＜入力の際の留意点＞ 

 項番４ 撮影者・作成者と同様です。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 全ての資料種別 

→ 寄 与 者 

(URI) 

→寄与者 

R-23 

7 撮影日、

作成日 

コンテン

ツの作成

日（写真

の撮影日

時等） 

任意 文 字

列 

＜解説＞ 

 コンテンツがいつ作成されたものかを表

す情報をメタデータに記述しておくこと

で、いつ何が起きたのかを振り返る際の重

要な手掛かりとなります。特に写真や動画

の撮影日時の情報は、いつの時点での状況

かを示す非常に重要な情報です。 

 日付情報があると、タイムライン検索の機

能を提供することができます。 

＜入力の際の留意点＞ 

 作成日は、標準的な記述形式である

W3CDTF 形式で入力するようにしましょ

う。この形式に統一してデータを入力する

ことでデータを機械的に処理しやすくな

り、例えば時系列インタフェースで可視化

して表示する等も可能になります。 

 デジタルカメラ等で撮影された写真や動

画の場合、ファイルのプロパティ情報とし

て撮影日時の情報が自動的に付加される

ことがほとんどです。アーカイブシステム

にコンテンツを登録する際に、ファイルの

プロパティに含まれる撮影日時の情報を、

アーカイブシステム側に機械的に付与で

きる仕組みを用意することをおすすめし

ます。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

2-85、2-86 

→作成日 

R-43 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

 写真、音声、動画 

＜入力例＞ 

 2011年3月17日に撮影された写真の撮影

日を W3CDTF 形式で記述 

2011-03-17 

※YYYY-MM-DD の形式で入力します。 

※11/03/17 等、日付をスラッシュで区切る

表現は、地域によって意味合いが異なるた

め、必ず W3CDTF 形式で入力するように

しましょう。 

＜参考資料＞ 

 W3CDTF 形式 W3C 

http://www.w3.org/TR/NOTE-datetime 

 日付の表記に関するノート kanzaki.com 

http://www.kanzaki.com/docs/html/dtf.h

tml 

8 掲 載

日・公開

日 

コンテン

ツの出版

日・公開

日 

任意 文 字

列 

＜解説＞ 

 雑誌記事や書籍、被災地で配られたかわら

版のような文書資料の場合、作成日ではな

く掲載日や公開日が重要な情報となりま

す。 

＜入力の際の留意点＞ 

 作成日と同様、標準的な記述形式である

W3CDTF 形式で記述するようにしましょ

う。そうすることでデータを機械的に処理

しやすくなり、例えば時系列インタフェー

スで可視化して表示する等も可能になり

ます。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 文書、Web サイト 

2-95、2-96 

→公開日・出

版日 

R-44 

9 撮 影 場

所、作成

場所（地

コンテン

ツの場所

情報を住

任意 文 字

列 

あ る

＜解説＞ 

 そのコンテンツがどこで作成されたのか

／あるいはどこの場所について表現した

2-171、 

→対象の場

所（都道府

R-62 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

名） 所で表し

た も の

（例：宮

城県仙台

市等）。 

いは 

URI 

コンテンツなのかといった情報を入力す

ることで、検索の際に有効な検索キーとな

ります。 

＜入力の際の留意点＞ 

 「そのコンテンツがどこで作成されたの

か」（例：写真の撮影場所）と「どこの場

所について表現したコンテンツなのか」

（例：撮影対象物がある場所）は別の情報

であるため、両者はメタデータ上で分けて

入力します。 

 都道府県名や市町村名を記述する場合、記

述にぶれが生じないよう、全国地方公共団

体コードのようなルール化されたコード

を使うことをおすすめします。ルール化さ

れた形式で都道府県名や市町村名を入力

しておけば、例えば日本地図からエリアを

選択して絞り込むようなユーザインタフ

ェースを実現することも可能になります。 

 文字列で直接都道府県名や市町村名を記

述する際は、必ず「○○県」、「○○市」等、

「県」「市」まで入力するようにしましょ

う。「県」や「市」まで入力しないと、例

えば「福島県」と「福島市」を区別できな

くなってしまい、後の利用に支障をきたす

恐れがあります。また、震災関連デジタル

アーカイブでは、地元で呼び習わされてい

る地区名や旧地名などのほうが、検索キー

として重要になることも考えられます。 

 郡名がある場合は、市町村名の前に郡名を

入力しましょう。 

 政令市の場合は、市町村名の後ろに区名を

入力しましょう。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

県） 

2-172 

→対象の場

所（市町村）

 

2-186、 

→撮影場所

（都道府県）

2-187 

→撮影場所

（市町村） 

R-63 

 

 

 

R-76 

 

 

R-77 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

 全ての資料種別が対象となり得るが、特に

写真、動画 

＜入力例＞ 

 岩手県野田村の場合 

[対象の場所（都道府県）] 岩手県 

[対象の場所（市町村）] 九戸郡野田村 

 宮城県仙台市の場合 

[対象の場所（都道府県）] 宮城県 

[対象の場所（市町村）] 仙台市若林区 

10 場 所 情

報（緯度

経度） 

 任意 文 字

列 

＜解説＞ 

 緯度経度情報は、都道府県や市町村といっ

た場所を範囲で表す情報と異なり、ある具

体的な地点を特定して指すことができる

ため、コンテンツの撮影場所等を地図上で

特定することができます。 

 ただし、緯度経度情報は具体的な場所を特

定できてしまうため、情報セキュリティや

個人情報保護の観点を考慮する必要があ

ります。例えば、ある個人が自宅で撮影し

た写真に緯度経度情報が付加されている

と、その個人の住宅の場所を特定できてし

まいます。場所が特定されてしまうことに

よるデメリットやリスクが大きい場合は、

撮影場所の最も近くの公民館や役所等、公

的な施設の緯度経度情報に差し替える等

の対応が求められます。情報を差し替えた

場合は、緯度経度情報を差し替えた理由や

経緯について注記等に入力しておきまし

ょう。 

＜入力の際の留意点＞ 

 緯度経度情報は、標準的な記述形式である

世界測地系にしたがって記述しておくと、

地図サービス上にコンテンツをマップし

2-176、 

→対象の場

所（緯度） 

2-177 

→対象の場

所（経度） 

 

2-183、 

→撮影場所

（緯度） 

2-184 

→撮影場所

（経度） 

R-65 

 

 

R-66 

 

 

 

R-73 

 

 

R-74 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

て可視化する等、コンテンツの活用範囲が

広がります。 

 緯度経度情報を人手で入力すると入力ミ

スが起こる可能性が高いため、なるべく機

械的に付与します。 

 写真や動画を撮影するデジタルカメラ等

には、撮影場所の緯度経度情報や撮影した

方角等を自動的にファイルのプロパティ

情報として記録できる製品もあります。ア

ーカイブシステムに、コンテンツを登録す

る際にファイルのプロパティ情報からこ

れらの情報を抽出し自動的に付与できる

仕組みを実装したり、外部サービスを活用

して事前に緯度経度情報を付与した後に

アーカイブシステムに登録したりする等

の対応をとることをおすすめします。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 全ての資料種別が対象となり得るが、特に

写真、動画 

＜入力例＞ 

 撮影場所が宮城県仙台市役所の場合 

[撮影場所（緯度）] 38.268211 

[撮影場所（経度）] 140.869385 

＜参考情報＞ 

 世界測地系移行の概要 国土地理院 

http://www.gsi.go.jp/LAW/G2000-g2000.

htm 

 世界測地系と日本測地系 kanzaki.com 

http://www.kanzaki.com/docs/sw/geoinfo

.html#datum 

 Google Picasa を使用すると、緯度経度情

報や住所情報をより効率的に付与するこ

とができます。 



※1 NDL 大震災メタデータスキーマの対応項目 
279 

番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

http://picasa.google.com/ 

 ヤフー株式会社が提供するジオコーダ

API やリバースジオコーダ API を利用す

ると、前者では住所情報から緯度経度情報

を、後者では緯度経度情報から住所情報を

それぞれ得ることができます。NDL 大震

災アーカイブではこの二つの API を利用

し場所情報を付与しています。 

http://developer.yahoo.co.jp/webapi/map

/openlocalplatform/v1/geocoder.html 

http://developer.yahoo.co.jp/webapi/map

/openlocalplatform/v1/reversegeocoder.h

tml 

11 キ ー ワ

ード、内

容 

コンテン

ツの内容

を表すキ

ーワード 

任意 文 字

列 

あ る

いは 

URI

形式 

＜解説＞ 

 そのコンテンツがどのようなテーマ、主題

を持っているのかという情報を入力して

おくことで、そのコンテンツについて知る

ための手がかりとなります。 

 キーワードを使って、検索結果の表示画面

に関連するコンテンツを提供することも

可能となります。 

＜入力の際の留意点＞ 

 主題を入力する際は、文書資料であればタ

イトルや要約、本文等から主題を把握し入

力することができます。 

 写真や音声・動画の場合は、「被写体は何

なのか」等をふまえ、できるだけ事実情報

を入力するようにし、できるだけ入力者の

主観を排除するよう心がけましょう。 

 場所に関する情報は、住所や緯度経度であ

れば「対象の場所（住所）」や「対象の場

所（緯度経度）」に入力します。 

 可能であればルール化された分類項目や

2-70、2-71、

2-72、2-73 

→ 主 題

(URI) 

→主題 

R-32 、

R-33 、

R-34 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

語彙を入力することおすすめします。構築

するアーカイブの想定利用者やサービス

イメージ、提供するコンテンツの特性等に

基づき、分類や語彙をあらかじめ検討し、

ルール化しておくことも考えられます。例

えば写真コンテンツが中心で「東日本大震

災発災前と後を見比べられるようにした

い」のであれば「震災前」、「震災後」とい

った語彙をルール化しておくことも考え

られます。 

 ルール化していない形式で入力する場合

でも、例えば以前入力したキーワードが入

力作業の際に推奨表示されるなど、入力者

による表記ゆれを防止するような仕組み

や、自然に表記が統制されていくような仕

組みを、システムあるいは業務運用で設け

ることも考えられます。 

 キーワードは複数入力することが考えら

れますが、データを処理しやすいよう、一

つのフィールドに複数入力するのではな

く、一つのフィールドにはキーワードを一

つ入力し、それを複数回繰り返すことによ

り入力しましょう。 

＜参考情報＞ 

 統制的な語彙としては、国立国会図書館が

提供している Web NDL Authorities（国

立国会図書館典拠データ検索・提供サービ

ス）の普通件名がありますので、Web NDL 

Authorities を検索し、普通件名を URI 形

式で記述しておくと、統制的な形式で主題

情報を管理できるため、データの処理や流

通、利活用がよりしやすくなるでしょう。 

＜入力対象となる資料種別＞ 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

 全ての資料種別 

＜入力例＞ 

 主題タグの入力例 

[主題] 建物 

[主題] 浸水 

 Web NDL Authorities の入力例 

[主題 （URI）] 

http://id.ndl.go.jp/auth/ndlsh/01226692 

[主題] 東日本大震災 (2011) 

12 資 料 種

別 

コンテン

ツの種別

（動画、

写真、音

声等） 

必須 文 字

列 

あ る

いは 

URI

形式 

＜解説＞ 

 「そのコンテンツが動画なのか音声なの

か、あるいは文書なのか」といった情報を

メタデータに記述しておくと、アーカイブ

の利用者が情報を探す際の重要な手掛か

りになります。例えば、防災の授業を受け

持つ教師がアーカイブを利用する場合、漠

然と利用するのではなく「教材に貼りこめ

る写真に良いものはないか」「授業の冒頭

で津波がいかに恐ろしいか一目でわかる

ような動画を流したいが、ふさわしい動画

があるか」といった視点で探す可能性があ

ります。こういった場合に、検索結果を資

料種別で絞り込めるようになっていると

大変有用でしょう。 

＜入力の際の留意点＞ 

 資料種別には様々な粒度がありますが、少

なくとも「文書資料」、「写真」、「音声・動

画」、「ウェブサイト」、「その他」という五

つの種別では分類できるよう、資料種別の

情報をメタデータとして入力することを

おすすめします。構築するアーカイブの特

性に応じて「記事」、「図書」、「オーラルヒ

ストリー」等、細分化して入力してもいい

2-111 、

2-112、2-113

→資料種別 

(URI) 

→資料種別 

R-52 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

でしょう。 

 できるだけルール化された値で資料種別

を記述しましょう。 

＜参考情報＞ 

 ルール化された値として、国立国会図書館

が定める「NDL タイプ語彙」があります。 

以下の URL で、NDL 東日本大震災アー

カイブが採用するNDLタイプ語彙の一覧

と付与指針を見ることができます。 

◆URL 調整中◆ 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 （コンテンツがデジタル資料の場合）全て

の資料種別 

＜入力例＞ 

 統制された文字列で入力する場合 

[資料種別] 写真 

 NDL 大震災アーカイブで、資料種別が「動

画」の場合 

[資料種別 （URI）] 

http://purl.org/dc/dcmitype/MovingImag

e 

[資料種別] 映像資料 

13 フ ァ イ

ル形式 

コンテン

ツフォー

マ ッ ト

（ファイ

ル形式）

の名称や

バージョ

ン（例：

画像ファ

イルなら

JPEG、文

任意 文 字

列 あ

る い

は 参

照値 

＜解説＞ 

 コンテンツのフォーマット名称をメタデ

ータとして入力します。 

 デジタルデータは、今後のソフトウェアや

ハードウェアの変化・進化に伴い、ファイ

ルの読み込みや再生ができなくなる恐れ

があります。仮に読み込むことができなく

なった場合でも、メタデータにコンテンツ

のフォーマットの名称が記述されていれ

ば、その記述を基に再生可能なデータ形式

への変換（マイグレーション）を行うこと

2-105 、

2-106 、

2-107 、

2-108、2-109

→記録形式

名称 

→記録形式

バージョン 

R-46 、

R-47 、

R-48 、

R-49 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

書ファイ

ル な ら

PDF 等） 

ができます。 

＜入力の際の留意点＞ 

 入力する際は、標準的な形式である IMT

形式（IANA MIME Media Types 形式）

で記述すると、データの処理が容易になり

ます。アーカイブシステムにコンテンツを

登録する際に、システム側でファイルの拡

張子から自動的に IMT 形式の値を付与で

きる仕組みにしておくことが望ましいで

しょう。 

 可能であれば、「コンテンツフォーマット

の名称」と併せて、コンテンツフォーマッ

トのバージョン情報もメタデータに記述

しておくと、マイグレーションをより円滑

に行うことができるでしょう。 

 値の形式は、バージョンの数字（例：7.0

等）でも年（例：2003 等）でもどちらで

も構いません。システム側でファイルのプ

ロパティからバージョン情報を付与でき

る仕組みにしておくことが望ましいでし

ょう。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

 （コンテンツがデジタル資料の場合）全て

の資料種別 

＜入力例＞ 

 PDF ファイルでの入力例 

[記録形式名称] application/pdf 

[記録形式バージョン] 7.0 

＜参考情報＞ 

 IANA MIME Media Types 

http://www.iana.org/assignments/media-

types 

14 説明、要 コンテン 任意 文 字 ＜解説＞ 2-79 R-38 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

約注記 ツに関す

る注記等

のあらゆ

る記述 

列  コンテンツに関する情報をメタデー

タとして入力する際、どの項目にも当

てはまらないが入力したい内容が出

てくることがあります。当てはまる項

目が無い場合、重要かつ出現頻度の高

い内容であればアーカイブシステム

側でメタデータ項目を新たに追加す

ることが望ましいのですが、新規にメ

タデータ項目を追加するまでもない

内容の場合は、注記等に入力すること

もできます。注記等に入力しておくこ

とで、簡易検索で検索できるようにす

ることも可能になります。 

＜入力の際の留意点＞ 

 記述する際は、記述すべき内容だけで

なく、その内容が何を表すのかを示す

導入語句を「導入語句 : 」の形式で

値の冒頭につけておきます。こうする

ことで、メタデータを利用する第 3

者が、この導入語句を基に値を切り出

し、別フィールドで管理することも可

能となります。 

 「注記等」は、他のメタデータ項目に

入力できないあらゆる内容を記述す

ることができる汎用性の高い項目で

すが、他の特定の項目に入力すること

が可能な内容であれば、できるだけ特

定の項目に入力するようにしましょ

う。例えば「要約・抄録」を入力した

い場合は、「注記等」ではなく別途「要

約・抄録」の項目を立ててそちらに入

力するようにしましょう。 

＜入力対象となる資料種別＞ 

→注記等 
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番号 項目名 値の内容 入力

条件

値の

形式 

解説・入力例等 NDL メタ対

応項目※1 

連携メ

タ対応

項目 

 全ての資料種別 

＜入力例＞ 

 例えば以下のような事例があります。 

注記 : 索引あり 

コンテンツの収集者 : ○○ 
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